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WEAPON 

ロポットモードの両腕に内蔵されている一基二門からなる武装で、ほとんどの戦闘にて使用されたコンポイの

メインウェポンである。両腕同時砲撃も可能であり、密箔してのゼ□距離射撃でタランスのボディを一撃で円

通させたほどの高い威力を持つキャノン砲である。中距離での銃撃戦はもちろん飛行しながらの射撃もコンポ

イは得惹としている。

巨 Ic
 

►
 

腕部内側の回の部分を爪などで押すと

腕部外側が少し浮くので引き出します。

‘
 

バネルを開きますe

►
 

銃身を 2段階に

伸ばします。

►
 

肘から先を

回転させます。

►
 

来反対側の腕も同様に変形させます。

WEAPON 
普段は背面に内蔵され、戦闘時に展開して肩に装備されるキャノン砲である。主に遠距離の標的や空中戦にて

活用される。また地上戦における対空能力も高く｀テラザウラーやワスビーターなどのデストロン空中兵を撃

ち落としたり、 ミサイルを迎撃するのにも使用される。その他に背面に折り登んだメガ・ブラスターをコンポ

イジェットに転用し飛行することも可能である。

BLASTS、7メガ・プラスター

►
 

►
 

背面のメガ・ フラスターを回転させます。

ET19En'IBLAヽ1Eサイバー・プしート
WEAPON 

コン択イの手持ち武器である双剣。肉弾戦を得意とするコンボイであるが剣技も心徊ておりその技置は歴戦

の兵士であるダイノポットとの一騎打ちでもまったく引けを取らないほどである。剣自体の斬れ味も鋭く、相

手を必要以上に傷つけるのを拒むコンポイの性格からかその威力が発揮される場面は少ないが、メガトロンと

対峙した際には一瞬の隙をつきその右腕を一撃で斬り落としてみせた。

FR口NTVIEW 

一 ヽ
指を開きます。

REAR VOEW REAR VIEW 

►
 

ジョイント

サイパー・ブレードを斜めにしながら

指の隙問を通しジョ斉ントで固定します。

►
 

►
 

指を閉じます。

;S反対閲の手にも同様に

函品必ヵ玉豆

サイパー・・ブレードは
因の背中の位置に取り付ける

こともできます。

E””VDYJET コンポイジェット
EQUIPMENT 

背中に内蔵されたコンポイジェットによりコンポイは自在に空中を飛行することができる。サイパ ドロンの中

では認》ない航空戦力であり、現場への急行や仲間を抱えての移動など使用頻度I汝極めて高い。だがそれゆえ

に敵の標的になることも多く｀撃墜される場面も少なくない。しかし仲間を乗せたまま墜落する船を一人で支

えたりと、サイパトロンの危機を幾度と無く救った重要な装備である。

メガ・ブラスターを 肩部を倒し、

背中パネル径開きます。

背中パニッを倒します。 ジェッ ト部分を回転させます。

背中バーツ、9背中バネル 扇`部、

メーガ ・ブラスタL_を戻します。
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●この藷品99対象年齢15オ以上です。小さなお子ばには絶対lC与えないでくださいo●9J9さな部品が●りますので、誤って飲み込むなど思わぬ事故
の危険がありますので小さなお子憬には絶対に与えないでください。●尖っている部品があります。瞑9扱いには十分注意してください。●付属の武
器で人をつつく、たた＜等の乱畏な遊びをしないでください。●ロポットの関節などに指をはさまないようこ注意ください。●ぷつけたり、振り回す
などの乱暴な遊びをしないでください。●可動部のスキマには指などを入れないでください。はさまれてケガをする恐れがあります。 ●ポタン電池l9
飲み込むと危険です。小さいお子横の手の届かない所に保管してください。万ー飲み込んだ場合は．すぐに医緬に相餃してください。＜＜電池を誤使
用すると発熱・破裂・液漏れの恐れがあります。下記に注意してください。≫ ・古い電池
と新しい電池、いろいろな種類の電池をまぜて使わないでください。・遊んだ後は必で電池をは守してください。・十ー（フラス・マイナス）を正しく
セットしてください。・ショートさせたり、充電、分解、加熱．火の中に入れないでください。・万一、電泡からもれた液が目に入ったときは、 すぐに大
量の水で洗い、医師に相談してください。皮膚や服lJ付いたときは水で洗ってください。・電池を廃棄する場合および保存する場合19、テ＿プなどで
絶縁してください。・廃棄するときは、自治体の廃棄物処理の指示に従ってくださいo●プラスチック袋を頭から被ったり、顔を覆ったりしないでくだ
さい。翌患する恐れがあります。●不測の事故の恐れがありますので． C使用後は3オ未満のお子樟の手の届かないところに慄管してください。

く使用上の注意）oc使用の前に国扱説明書」 をよくお辰みください。また鰊み終わった後は必●保筐して9いてください。〇各"ーツは照煙に曲lfたり、
弓1つ残ったりしないでくださし,.o本体を上から押し付けないでください。本体が倒れたり、団品が外れたりする場合があります。〇直射日光の当たる所．環房
器具の近くなど温襄の高すぎる所、低すぎる所には璽かないでくださし,.o本●は非防水のため、絶対lこぬらさないでください。万一水などでぬれた場合は、吸
水性のよい布で水分を取り餘いてください。〇本体をディスブレイする時l9、本体が目れる恐れがありますので不安足な場所にディスプレイしたり、 安定性の悪
いポージングでディスブレイしないでください。 〇本体を持ち運ぷ際は取付けた吊品辱を持たで、本体をしっかりと持って持ち運んでください•011品の仕様
上、妻形の慟作を行うと色が移ったり、彩色部が19がれたりする場合がありますので、予めこ了承勺ピさい。〇本製品を栖固製の家具等の上に畏時閾置くと色が
移ったり．貼り付いたりする場合があります。〇商品を固定している留め具で指等を切らないようこ注意ください。〇栖包材は開封後はすぐに捨ててください。

LR-44ポタン電池 2個使用（別売り）
症 QURES9U449UTO比TYPE印"TER9ES9NOT9N0辺 909
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►
 

ピーストモードノーマルフェイスを
（ 

外し、交換用フェイスを取り付けます。

ピーストモード

交換用フェイス

t （叫び〉

ピーストモード

交換用フェイス

Iiく微笑み〉

ビーストモード

i 

変身闊姶！！ 両腕を持ち上げます。

横から見た図

お尻を持ち上げます。

軸を中心に

腰中央部を引き出します。

“' 
肩部を少し引き出します。

脚部を曲げ、上半身を倒します。1※左右同様に行います。 頭部を上げます。

要前の状
態へ戻す場

合は番号を

逆に戻って

ください。

ビース

ビーストモード
※ピーストモードから

変身を始めます。

変舅圃給！！

“K 
。

肩部を前へ倒します。

後ろから見た図

I 
左 右の背中バネルを開きます。 背中バーツを傾けます。 胸部を開き、引き出します。 腹部を持ち上げます。

首台座を回転 し、

頭部を入れ替 えます。

胸部を胴体内へたたみ

収納します。

腹部を持ち上げ

ジョイントで固定します。

後ろから見た図

／
 

下から見た図

背中バーツを回転させます。

背 中パーツを

胴体へ寄せます。

メガ・ブラスターを

持ち上

左右の背中パネルを閉じ

ジョイントで固定します。

メガ ・ブ ラ ス タ ー を

戻します。 肩部を戻します。 ロ ボ ッ ト モ ー ド の つ ま 先 を 出 し ま す。

ピーストモードの

つま先をたたみます。

／ 

>ロポットモー ドのかかとを出します。

※反対ll!lも回～胆の変形を同様に行います。

横から見た図

太 も も を 倒 し ま す。

噸

太ももを

少 し 引 き 出 し ま す。

後ろから見た図 横から見た図

太ももを ;-tt*•o I太ももを持ち上げます。
180"回転させます。 哉対舅も回 ～臨 0)葬を同様に行います。1ロボットモードの膝を出します。 脚部を伸ばします。

後ろから見た図

ロボットモードのすねを上げます。

横から見た図

腰から下を 180゚ 回 転 さ せ ま す。 胸中央部を持ち上げます。

こJ-

胸中央部を l 
少し引き出します。

j 

胸中央部を 180°
回転させます。 胸中央部を倒します。 胸中央部を押し込みます。

菊r状態注蕊極苺君}<ださい。

肩 アーマーを開きます。

緊艮す峙は肩器全体も下ろしてください。

肘から先を

90゚回転させます。

手首から先を 90・戻します。

反`瀾も囮～圏の葬を暁に行います。

変形前の状態へ

戻す場合は番号を

逆に戻ってください。

ロポットモードの亮慮

►
 

ロボットモード

対フェイス〈微笑み〉

ロ ボ ッ ト モ ー ド ノ ー マ ル フ ェ イ ス を 外 し 、

交換用フェイスを取り付けます。

ロボットモード

交換用フェイス〈叫び〉

ロ病ットモード

翠用フェイス〈マスク〉

後ろから見た図

►
 

►
 

ジネ

／

②
 ）

►
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►
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易

ピースト頭部を取り外し図の部分のネジをドライバーでゆるめて①②の順番でフタを外し、ボタン電 池

2個を ④ eを間違えなしiょうにセ ッ トします。③④の順番でフタを戻し、しつかりとネジで固定します。

ピースト頭部を戻します。 ※ね臨には電泄は入っていません。電池は別売りです。 I 

テープなどで絶縁してくださし9.

ボタン電池の鯛棄の霞は、竃池
にテーブ等を讐き付けて綱縁し
てください。正しく鯛縁され守
放●した嬬含、発熱．直裂なと
の危陰があります。

ロポット頭部を押すと目が発光します。

（数秒後に自動で消えます。）


